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１．本報告の目的  

本報告は，滑走路および誘導路，ｴﾌﾟﾛﾝに関する過年度からの路面性状測定結果を整理するとともに経年的

な劣化状況を把握するため劣化予測と現場調査を行い考察したものである．本整理の結果から，適切な修繕時

期や方法を示す修繕計画への反映などを見据え，今後の空港維持管理の一助とすることを目的とする． 

２．路面性状測定結果の整理 

本項では，基本施設に関する路面性状測定の結果を整理

する．表-1 に示すとおり各施設に対して複数回の路面性状

測定を実施している．測定結果に

ついて 2019年度(R1年度)の結果を

基準に，滑走路，誘導路は 2016 年

度，ｴﾌﾟﾛﾝは 2022 年度の点検結果

を比較整理した．比較整理の結果，特に滑走路はひび割れの進行が見ら

れ評価 B2~C の割合が H28：12％から R1：27％であった．またｻｳｽｴﾌﾟﾛ

ﾝの Co 舗装では目地部の破損に対する評価 B2~C の割合が R1：79％か

ら R4：96％であった（表-2,図-1）． 

３．劣化予測検討結果の整理 

次に今後の経年的な劣化状況を

把握するため，測定結果（ひび割れ

率）を用いて劣化予測を行った．劣

化予測手法は，1)空港舗装 補修計

画作成支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(Ver.1.0)令和 2 年 3 月（国土交通省航空局）（以下，

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ），2)最小二乗法（回帰分析:直線）の 2 種類とした．ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは，「B1 ﾗﾝｸ占有率:ひび割れﾃﾞｰﾀの全ﾕﾆ

A B１ B２ B３ C

As舗装：ひび割れ率（％） 滑走路 0.1未満 0.1以上2.2未満 2.2以上4.4未満 4.4以上6.5未満 6.5以上

Co舗装：目地部の破損率（％） エプロン 0.1未満 0.1以上2.0未満 2.0以上3.8未満 3.8以上5.7未満 5.7以上

評価
舗装区分  

出典：空港土木施設設計要領（舗装設計編）（令和4年4月改訂、国土交通省航空局）

A:補修の必要はない

B:近いうちの補修が望ましい
C:できるだけ早急に補修の必要がある

施設名 竣工年 種類 規格(m)

滑走路 2000 As 2000×45 2013/7 2016/11 2019/7 2020/2 －

誘導路 1996 As 130×30 2013/7 2016/11 2019/7 － －

ｻｳｽｴﾌﾟﾛﾝ 1996 Co 70×95 2013/7 2016/11 2019/7 － 2022/8

ﾉｰｽｴﾌﾟﾛﾝ 1996 As 70×54 － － 2019/7 － 2022/8
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表-1 基本施設の諸元と路面性状測定の年月 

表-2 路面性状測定結果に対する評価基準 

図-1 代表的な測定結果 

図-2 全ﾃﾞｰﾀと平均ﾃﾞｰﾀでの分析ｲﾒｰｼﾞ 

図-3 最新の実測結果による評価と各予測方法での R9(2027)年度の評価結果 
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ｯﾄ数に対する B1 ﾗﾝｸのﾕﾆｯﾄ数の割合」を設定し，その割

合に達した経過年以降のﾃﾞｰﾀを用いて回帰分析を行う機

能を保有している．計測ﾃﾞｰﾀを用いて B1 ﾗﾝｸ占有率のﾃﾞ

ﾌｫﾙﾄ値 30％と 0％にて劣化予測を行った結果，大きな差

が見られないことからB1ﾗﾝｸ占有率0％にて整理を行う．

またﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは，全ﾃﾞｰﾀでの回帰分析と計測年度ごとの平

均を算出し平均値に対する回帰分析を行う機能を保有し

ている（図-2）．よって劣化予測手法 1)2)は全ﾃﾞｰﾀおよ

び平均ﾃﾞｰﾀでの回帰分析を行うとともに 2)の手法では

ﾕﾆｯﾄごとの劣化予測を行った．劣化予測の結果，滑走路

に着目すると全ての予測手法で現状 B3 ﾗﾝｸが見られる

15 側は R9(2027)年度には C ﾗﾝｸが大部分を占める予測

となった．一方，33 側はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる予測では B3 ﾗﾝ

ｸが多い結果となったが，最小二乗法による各年度の平

均ﾃﾞｰﾀでの回帰分析は B2 ﾗﾝｸが多い結果とな

り，ﾕﾆｯﾄごと予測では B1 ﾗﾝｸが多い結果となっ

た（図-3）．劣化予測は今後の劣化進行状況を確

認し最適な手法を検証していく必要がある． 

４．劣化進行に対する考察 

 ここでは特に滑走路の劣化進行（ひび割れ）

に対して考察を行う．路面性状測定の結果から

ひび割れは，竣工から 2016 年までの劣化進行状況に比べ

て，2016 年から 2019 年の間に急激に進行していることが

わかる（図-1）．巡回点検の記録に活用している SOCOCA

ｼｽﾃﾑから，2015 年 10 月から 2022 年 8 月までと 2022 年 9

月以降の要補修箇所を確認すると，2022 年 9 月以降は要補修の旗揚げが多く，損傷が早期に進んだ可能性が

ある（図-4）．特に標点 No.21 付近にてひび割れが進行した（図-4,5）ため，コア削孔による舗装構成と目視

による表層・基層・路盤の損傷状況の確認を行った（図-6,7）．健全部(Ⅰ)と線状ひび割れ部(Ⅱ)，亀甲状のひ

び割れ発生部(Ⅲ)では舗装構成に違いがあり，Ⅲは基層部分が崩壊している状況にあった．この結果から，特

にⅢの損傷箇所では竣工図の表層基層厚（図-8）よりも薄い状況となり，加えて 2019 年以降，使用飛行機の

大型化に伴い最大離陸重量が 45t から 68t となるなど，損傷要因が複合的に作用したため進行したと推測され

る．更新工事に際しては，FWD 調査による現状の損傷状況の確認と使用機材の大型化を考慮した舗装構成に

見直しを行う必要がある．加えて空港がｸﾛｰｽﾞした時間帯での施工となることから，施工性を考慮した設計や

工法を採用するとともに，現場監理の徹底が今後の早期の再劣化の予防につながると考える． 

５．今後へ向けた展望 

本報告では，基本施設に対する点検や劣化予測の結果を報告し，代表的な劣化進行状況に関して考察を行っ

た．空港維持管理のメンテナンスサイクル（点検・診断・措置・記録）とマネジメントサイクル（計画・実行・

評価・改善）の観点では，メンテナンス領域にて実施した点検の結果や今回実施した劣化予測の結果をマネジ

メント領域の修繕計画へ反映するとともに，更には日常的な巡回点検結果やその他の空港施設の状況も反映

した空港施設全体の維持更新計画へ盛り込む必要がある．加えて，計画の実効性を向上させるため，達成状況

を評価するため管理項目や指標を明確にし，責任者を設定するなど，仕組みの構築が重要であろう． 

 

：ひび割れ発生箇所 
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図-4 SOCOCA での巡回点検の記録(上:2022.9 以降 下:2015.10-2022.8) 

図-5 ひび割れの状況      図-6 コア採取結果 

図-7 コア採取位置(平面図) 図-8 竣工図(断面図) 

VI-37 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-37 -


